
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

  

学校教育目標    すすんで学ぶ子  やさしい子  たくましい子 

令和８年９月２５日発行 

小川町立みどりが丘小学校 

 

「努力はたし算 協力はかけ算」 
                      校長 舩田真由美 

 

 

朝夕の風に秋の深まりを感じる季節となりました。校庭を吹き抜ける風も心地よく、いよいよ本校の秋の一大

行事である運動会に向けた取り組みが本格的にスタートします。振り返れば、夏休みが明けて間もない頃のこ

とでした。体育館で行われた「応援団紹介集会」。そこで、全校児童の前に堂々と立ち、凛とした表情で挨拶を

した４・５・６年生の応援団の姿を見て、大きな感動が込み上げてきました。 

「我こそは！」と、自らの意思で手を挙げた子供たち。 お腹の底から響く力強い声が素晴らしい。引き締

まった真剣な表情が素晴らしい。背筋をピンと伸ばした堂々とした立ち姿が素晴らしい。そして何より、「自分が

この運動会を引っ張るんだ！」という、メラメラとした熱い気迫が実に素晴らしかったのです。 

彼らは、誰かに頼まれたから前に立ったのではありません。また、最初から人前で話すことが得意で、自信に

満ちあふれていた子ばかりでもありません。人前で自分を表現することに対する不安やためらい、緊張や葛藤

を胸の内に抱えていた子もいたはずです。しかし、そうした心の壁を自らの力で乗り越え、「やってみたい」「自

分がやるんだ」という強い思いとともに手を挙げ、全校みんなの前に立ちました。 

人は、「やってみよう」「自分がやります」と自ら勇気を出して一歩前へ踏み出した瞬間から、変わるこ

とができます。これまでの経験にとらわれる必要はまったくありません。「よし、やってみよう！」と自分の殻を

破り、恐れずに一歩を踏み出したその姿こそが、何ものにも代えがたい最高の「子供の成長のドラマ」で

あり、今学期本校が目指す「自走」の姿そのものです。 
今年の運動会においても、私が子供たちに贈る言葉は、昨年に引き続き「努力はたし算、協力はかけ算」、

これしかありません。この言葉には、運動会という大きな行事を通して、子供たちに学んでもらいたい大切な教

育の本質が込められています。 

まず、「努力はたし算」です。 これは、他人と自分を比べるのではなく、自分自身の目標に向かって愚

直に＋（プラス）を積み重ねていくことです。昨日できなかったことが今日できるようになること。途中で諦め

そうになっても、「自分の責任をしっかり果たすこと」。そして、「一生懸命に頑張ることの大切さ」を知ること。そう

した日々の泥臭い努力の積み重ね（たし算）こそが、子供たち一人一人の自信となり、揺るぎない成長の土台

となります。 

そして、「協力はかけ算」です。 運動会は、誰か一人や応援団だけで創り上げるものではありません。応援

団が本気の想いを本気の声で届ける。全校児童もその熱意に本気で応える。赤組も、白組も、一人一人が

自分の役割を果たしながら思いを掛け合わせたとき、個人のたし算では到底届かない、とてつもなく大

きな相乗効果が生まれます。 

「協力はかけ算」であるからこそ、「友達との協力」や「困っている友達への温かいサポート」が欠かせませ

ん。子供たちには、それぞれの得意や不得意があり、性格や個性も多様です。互いの違いをそのまま認め合

い、「大丈夫だよ」「一緒にやろう」と手を差し伸べ合える関係性があって初めて、かけ算の力は最大限に発

揮されます。誰一人取り残さず、全員の存在やがんばりを認め合い、心を一つにして挑戦することが、本当の

協力となるのだと思います。 

運動会を通して、「自分もよく、みんなもよいチーム」を仲間と共に創り上げていくこと。その挑戦とプ

ロセスの中で生まれる信頼と絆が、子供たちのこれからの人生を支える宝物になると信じています。応援団を

中心に、１３８名の力を掛け合わせて創り上げる感動のドラマを、教職員ワンチームで、そして保護者・地域の

皆様と共に本気で支えてまいります。引き続き、温かいご声援とご協力をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

何事にも常に一生懸命で、ディズニーとサッカーが大好きな２年担任。そして、子

供たちを包み込む優しさと学生時代の「剣道」で鍛えた確かな芯をあわせもつ養護教

諭。今月は、温もりとまっすぐな情熱で学校を支えてくれる二人に、【み小の子供た

ちのよさ】と【子供と向き合う時に大切にしていること】を聞いてみました。 
 

（２年担任）  

・み小の子供たちのよさは、「心やさしいところ」です。困っている人に気付いて、優しく声をかけ 

てくれます。 

・私が大切にしていることは、「できた！わかった！という小さな成長を一緒に喜ぶこと」です。 
 

(養護教諭) 

・み小の子供たちのよさは「素直で明るく、友達を思いやる優しさをもっているところ」です。 

・私が大切にしていることは、「一人一人と向き合い、気持ちや考えを尊重し、その子らしさを大

切にすること」です。 

令和８年度 運動会のご案内 
 

みどりが丘小学校では、下記のとおり運動会を開催し

ます。子供たちが仲間と力を合わせ、一生懸命にがんば

る姿を、温かい声援で後押ししてください。 
 

【日時】：10月 24日（土）8:20 開会式 11:10 閉会式 

＊雨天時：第 1予備日⇒10月 25日（日） 

第 2予備日⇒10月 27日（火） 

【場所】：みどりが丘小学校 校庭 

＊徒歩や自転車でのご来校にご協力ください。 
 

皆さまのご来場を心よりお待ちしております。 
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通学帽子、忘れていませんか？ 
 

 町内の小学校で必須となっている通学帽子。本校

では指定帽ではなく、各自の好きな帽子を着用して 

登校することになっています。 
  帽子を被っていると、遠くからでも子供の姿がド

ライバーの目にとまり事故を防ぐことにつながりま

す。また、転んだ時に頭を守ったり、熱中症を防い

だりする大切な役目もあります。 

 安全に登下校ができるよう、毎日、帽子を着用さ

せてください。朝、家を出る時に「帽子被った？」と
一声かけていただけると助かります。 

 

 


